
用語集をご覧ください

●環境家計簿
●スマートメーター
●HEMS（ホームエネルギー  
  マネジメントシステム）

●ビル・エネルギー管理　 
　システム（BEMS）
●九電ホームアドバイザー

用語集をご覧ください

●再生可能エネルギー
●蓄電池
●送配電ロス（率）

●コンバインドサイクル
●超々臨界圧（USC）
●熱効率

●発熱量

3. 電気の使用面での取組み
　お客さまの省エネにつながる取組みを進めるとともに、当社事業所においても一層の省エネ活

動に取り組んでいます。

社外ステークホルダーのご意見
エネルギー自給率が低い中でいかに省エネするかが重要

お客さまとともに進める省エネ活動
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お客さまとともに進める省エネ活動

火力発電の熱効率の維持・向上

　お客さま向け会員サイト「キレイライフプラス」では、楽し

みながら省エネにつながる専門家の暮らしの知恵や工夫を

「プロのオススメ『省エネアドバイス』」として掲載するととも

に、ポイントについては動画で解説を加えるなど、お客さまの

省エネに役立つ情報を分かりやすく紹介しています。

　また、この「キレイライフプラス」に会員登録いただいた方

は、「同じ料金プランの平均使用量との比較」ができるととも

に、「家族構成が似た家庭

との電気使用量を比較で

きる“省エネランキング”

が確認できる」など、ご家

庭での省エネの取組み状

況を客観的に確認・評価

することができます。

「みらいくんの環境家計簿」は九州電力ホームページ

　関連・詳細情報（P2参照）　 みらいくんの環境家計簿
九州電力詳細は

　関連・詳細情報（P2参照）
　 よく分かる電気の省エネ

ご家庭における省エネ方法の例は

　関連・詳細情報（P2参照）
　 電気の省エネ手法のご紹介

省エネに関する情報は

　関連・詳細情報（P2参照）
　省エネ関連情報

省エネに関する情報は

　関連・詳細情報（P2参照）
　技術開発における取組み

省エネに関する情報は

【 省エネ情報の提供 】

　お客さまのご家庭で排出されるCO２排出量を見える化する

ツールとして、環境家計簿をホームページで提供しています。

　今後、お客さまの省エネ・低炭素化への取組みを支援するた

め、類似家庭とのCO２排出量の比較や、簡易な省CO２アドバイ

スの提供に向けた機能改善を予定しています。

【環境家計簿による省エネアドバイス 】

　事業所におけるエネルギー使用実態（時間帯別、用途別の電

力使用量）を見える化し、エネルギー使用量の最適化を図るた

め、ビル・エネルギー管理システム（BEMS）を14事業所（3支社、

11営業所、2017年3月末現在）に導入しており、着実かつ効果的

な省エネへの取組みを進めています。

【ビル・エネルギー管理システム（BEMS） の活用】

　スマートメーターで計測した30分毎の電気使用量をお客

さま宅内のＨＥＭＳ（ホームエネルギーマネジメントシステ

ム）に送信するサービスを提供しています。これにより、お客

さまは電気の使用量を自宅でリアルタイムに確認でき、電気

の使い方を工夫することで、より効率的な省エネを行うこと

ができます。

【 電力メーター情報発信サービス 】

省エネランキング
電力メータ情報発信サービスのイメージ

　電力の安定供給を前提として、各種再生可能エネルギーの特徴を活かしながら、再生可能エネルギーをバランスよく最大限受け入

れています。

　このため、天候によって大きく変動する再生可能エネルギーの出力に対応した需給運用方策の検討、実施に取り組んでいます。

　火力発電については燃料使用量及びCO２排出の抑制の観点

から、総合熱効率の維持・向上に取り組んでいます。

　2016年度は、川内原子力発電所が安定して運転（定期検査を

除く）したため、熱効率の低い石油火力発電所の稼働率が低下

したこと、及び高効率の新大分発電所３号系列第４軸の営業運

転開始などにより、2015年度実績を上回る40.4％（送電端）と

なりました。

　また、現在建設中の松浦発電所２号機（2019年１2月営業運

転開始予定）は、発電方式に最新鋭技術の『超々臨界圧（ＵＳＣ）

微粉炭火力』を採用し、高効率化や燃料消費量及び環境負荷の

低減を図ることとしています。

送配電ロスの低減
　送電線や配電線で失われる電気（送配電ロス）の低減への取

組みは、効率よく電気をお届けするとともに、火力発電所の燃料

使用量削減やCO２排出量抑制にもつながります。

　これまでの送電電圧の高電圧化や低損失型変圧器の導入な

どの結果、当社の2016年度の送配電ロス率は4.81％となって

おり、国際的にも低い水準を維持しています。

再生可能エネルギー受入れへの対応

【 大容量蓄電システムの運用開始 】
　当社では、電力の安定供給を前提として、各種再生可能エネルギーの特徴を活

かしながらバランスよく最大限受入れるよう、様々な取組みを進めています。

　その取組みの一つとして、国の大容量蓄電システム需給バランス改善実証事業

を受託し、2016年3月に豊前蓄電池変電所を新設しました。同変電所では太陽光

発電の出力に応じて蓄電池の充放電を行い、需給バランスの改善に活用するとと

もに、大容量蓄電システムの効率的な運用方法等の実証試験を実施しました。

（2015年度～2016年度）

　今後も、実証試験で得られた知見・技術を活用し、実運用において、出力制御量

の削減に活用していきます。
豊前蓄電池変電所の全景

　私は九電ホームアドバイザーと共に公民館を訪問し、「省エネ講
座」を開催しています。家庭で簡単にできる省エネについてフリップ等
を使い分かりやすく説明するとともに、牛乳パック等の廃材を利用し
た「エコグッズ作り」を行い、楽しく講座を進めるよう工夫しています。
　お客さまから「早速家に帰って実践するね」、「今度は別のエコグッ
ズが作りたい」などのお声をいただき、今後の励みになっています。
　また、参加されたお客さまからＩＨ料理教室等の他の講座への申込
をいただくこともあり、省エネ講座をきっかけに地域のお客さまと触れ
合う機会が増えてきています。
　今後も省エネ講座等を通し
て「エネルギーの相談係」と
思っていただけるよう、日々の
活動を懸命に取り組んでいき
ます。

福岡東営業所
営業計画グループ

瀬 戸 口 優 奈

九電ホームアドバイザーと共に
お客さまとの繋がりを深めています！

せ と ぐ ち    ゆ う な
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出典：電気事業便覧（平成28年版）より作成。

送配電ロス率の各国比較 単位：％
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松浦発電所２号機開発の概要
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発電方式

使用燃料

高位発熱量基準

低位発熱量基準

（注）［　］内は、総合エネルギー統計の換算係数等を用いた低位発熱量ベース換算値。
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第三者機関による保証を
受けた環境データ
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http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report17_word.html
http://www.kyuden.co.jp/life_saving_index.html
http://www.kyuden.co.jp/service_esco.html
http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report17_technology.html
http://www.kyuden.co.jp/service_esco_save-electricity_economy.html
http://www.kyuden.co.jp/life_value_kakeibo_index.html

